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(法第 28条第 1項関係「前事業年度の事業報告書ご)

2023年 度の事業報告書
2023年 1月 1開 から2023年 12月 31日 まで

特定非営蒋:活動法人ジョプ・チャレンジ・サポー トOITA
l 事業の成果
前年度と「

開
‐
l様に、新型コロす感染症流行の影響が残り、法人翻体としての活動再開自粛を余儀な

くされた。よつて、前年同様会員機入としての活動を次の通り実施した。

・「おおいたポランティア・NPOセ ンター」の「運営アド′ミイザーどの委壌を受 1す、NPO法人
及び任意団体の情報化推進に関して支援を実施すると共に「SNS涵―用とに関する講座を実方値した。
・NPO法人地域ひとネットの構勁金事業実施支援を行つた。

コロナ細の影響が残り、事業活動の正常イヒの道筋が見えないままの 1年であつた。

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非曽利活動に係る事業

察 業 名

(定款に翻載

した事業)

具体的な事業凸容

(A)基該事業の

実施口時

(B)当該事業の

実施場所

(C)従事者の人数

(D)受益対象

者の範囲

(a)人数

事 業 費 の金

額 (単位 i千

円)

① 国家資終

取得に関

する支援

・電気工事士国家資絡に関

する受験講塵の実施

本年度とま実施 し

なかつた。

(A)資格取鶴

,警
l‐望者

(B)0名

② 情報化推

進に関す

とる支援

・NPO法人及び任意団体の
情報 Fヒ推進に関するア ド

パイスやコンサルタント

の実施及びSNS活 濡に
関する講座等の支援   Z

本年度は実施 し

なかつた。

(A)NPO
法人、任

意団体

(3)0団体、

③ 雇用提進
ノ に関する
支援

・国家資格取得者に対する求

人希望企業の情報を提供

本事業年度は、実

施しなかつた。

④ 人材育成

/に関する

支援

・織業選択及び挙習支援を露

約として社組みの構築 (本

年度 lまプロトタイプを作

成)

本事業年度は、実

施しなかつた。

③ その他園

ノ的を達成

するため

の事業

,大分市「協働まちづくり大

賞』審査委員   4
・大分荘市民活動・消費生活

センター運営協議会委員

・NPO中 釉尋支援事業に関す
る他NPOと の協働活動

(A)1月 より12
月

(8)県内

(C)1名

8

(2)その他の事業‐



事 業 名

(定款経記載

した事業)

具体的な事業内容

(A)当該事業の実施卿持

(3)当該事業の実施場所

(C)舞慕警の人数

事業費の金

類 (単位 t千

開)

中小企業経

営盛盤強に

移尋する支主接

事業

コンサルティングの実施

ど
本事業年度は、実施じなかつた。

サ

(1書を)
1 2は、(1)に tま特定非瞥剰活動に係る事業、(2)にはその他の事業について隠分を明らかにし

(て議戦する。

2 2(2)に燃、定款止『その他の事業」とこ関する事項を定めているものの、当該事業準度にその

他の事業を実施しなかつた場合、「実施しなかつたJと糀載する。
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(法第28条第ユ項「粛ll事巣年度の計算密類 (定款とこその他F,事業が掲げられている場給の活動君l・算警〉ど)

2023年度 活動計算暮
2023寄強月り秦稔亀重電露穏甚盈き打途雪ア・チヤンンジ・サポートOITA /

科 目
特定非雷和,活動
た係る事驚

そのイ僣二の事業 合計

9,000 9.000

0_001 9_00(

4二 893 4,393

4.1 4 と19

4 R9ヨ 4 手19白

3,262

3.28甍 3.21

■̀,1ミ 2 R_,FS2

8.165 a.1

こ3■5 RI馬

845
8息.049

845
亀患、049

4.事業収益
国家贅務取得支援事業収益
構韓Tと推進支援事業収益
5.その他収益
受取和J患
雑収益
経常収益鵞十
頚経常費用
1,事業費
(1)人件費
孝金料手当
族定福和】費
遼職給付費チ避
幸語和

'厚

生費
入件費計
(2'その他経費
会議費
旅費交通費
印刷製本費
施設等評価費用
減価償封l費

支
=ム

利恩
通信費
繕費
その他経費計

事業費窟1・
2.管理費
〔よ
'人
件費
役員報酬
給料季当
法定福利費
遼職給付費月
権利厚生安
人件費3+
く
''そ
の他経費
会議費
,無費交通費
印婦ll製本費
滅価償却費
支払利患
商僣費
雑費
その他経費計

管理費計
経常費用計
当期経常増減額
経常外収益
1圏定資産究却益
経常外収益計
経常外費用
上逓年度捜益修正機
経常外費用計
経理睡分糠替額
義期正味貫オ蓮増減額
前
''謝

繰越正珠財遊額

ユ受取会費
正会員受取会費
賛助会員受取会費
2,受取寄附金
受取寄附金
魚設等受入評価益

3受翼え勁成金等
受取民間助成金

亀手J、 手:て,4 二R!Aて J4

r

/
/



(備考)

と この提劇書には、上記の提出書類各 2部を添付すること (ただし、族第 52条第 1項 (間法

第 62条において準用する場合を含む。)の規定により大分県内にその他の事務所が所在する

(主たる事務所が県外にある)法人が提と鶴する場合は、騨1本の提出を要じない。)。

2 特定非曽利活動に係る事業のほか、その他の事業を行う場合には、活郵」計算警を一つの甕

類の中で別襴表示し、また、その他の事業を実施していない場合は脚注においてその管を記

載する、あるいはその他の事業の欄金てに『ゼコ」を記載する。

3 5の書類は、前事業年度において役員であつたことがある者全員の氏名及び住所叉は届
―所

並ぴにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿をいう。

4 2以上の都道府県の区域内に事務所を設置する認定特定非営利活動法人叉は特例認定特定

非営利活動法人が大分県以外♂)関係矢日事に提出する場合には、提出発の団体が定めるところ

によること。
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(法第28条第 1項「前事業年度の計算書類 (貸借対熙表)J)

2023年 度 管僧婚照菱
2023を 二12月 81田 現在
斡定非曽コ!活動法人ジョプ・チャレンジ・サポート01TA

科 国

38,894

38`894

38.894

件器備晶

有形固定資産計
(2,無形薗定費薩
ノフトタェア

無形固定費産計
(a)投資その他の資産
数金

投資その他の資産計
固定資産合識
費産合計
4負償の部
1.流動負横
未|ム金
講曼民間助成金

流動負債合辞1・
2.固定負債
長難r普入後
退職給付31当金

固定負使合計r
負償合計
Ⅲ 正味財産の部
前期繰越正味財産
当期重味財産増減額
玉味財産合計
負債及び正味財産合計

〔1)

金預
金
金
収
現
未

産有形固定資
草両運搬兵

流勘贅
2.圏定資

産合計
産

1質産の罰I
と.流動資遼

38,049
845

38,394

/



(法第28条第 1項
'前
事業年度の財蔭園録」〕

特定非曽和I活動法人ジョプ ◆チャレンジ・サポー ト0【 TA

38,

流動資産合計
2.固定資産
(1)若形固定資産
什器備品
ノくノコン1台
応綾セット

・
歴史的資料

有形固定資産副・

(9)無形固定資産
ノフトウェア
財務ソフト

投資その他の資産計
固定資産合計

無形I西l定資睦計
(3)投資その他の資産

資
換

と

流動負債合紺
ョt繕↓定負使
長期繕入金

敷金

コ

1翻定負債合待l・
負横合請

1,流勁資:整
現金預金
季元視金

未収金

産合計
横の部
、流動負債
未払金
事務用晶購入代

預り金
源泉所得義預り金


